
INPEX 低炭素ソリューション事業・CCUS事業への取り組み

2026年2月10日
低炭素ソリューション事業本部 技術推進ユニット ジェネラルマネージャー

飯田 真司

20260205_RITE 殿

1



2

   

1. INPEX VISION 2035     

2. INPEXが取り組む 低炭素ソリューション事業

アジェンダ

ü 新潟・柏崎水素パーク/実証試験

ü 新潟・長岡メタネーション（実証試験）

ü 先進的CCS事業（首都圏CCS・日本海側東北地方CCS）

ü オーストラリア・ボナパルトCCS事業

ü インドネシア・アバディCCS事業 
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会社概要
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INPEX 事業エリア
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2035年にむけてINPEXが実現していくこと
Vision2035
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エネルギー事業環境についてのINPEXの捉え方
Vision2035

6



7

低炭素事業 組織

2026 年1月～
低炭素ソリューション事業本部本部長
落合 浩志
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INPEXが取り組む
低炭素ソリューション事業
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実証プロジェクトを通して得られる知見等を活かし、
低炭素ソリューション事業を拡大していく

INPEX 低炭素事業取り組み方針

2030年代2026年
現在

2040年頃

ビジネス完成期

技術開発期

1st

stage

2nd

stage

柏崎水素パーク

首都圏CCS事業

国内中規模ブルー水素/CCS

海外大規模ブルー水素/CCS

3 rd

stage

立上げ期

長岡メタネーション

日本海CCS事業

ボナパルト CCS事業

アバディ CCS事業
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INPEX 低炭素事業取り組み方針

2030年代2026年
現在

2040年頃

ビジネス完成期

技術開発期

1st

stage

2nd

stage

柏崎水素パーク

首都圏CCS事業

国内中規模ブルー水素/CCS

海外大規模ブルー水素/CCS

3 rd

stage

立上げ期

長岡メタネーション

日本海CCS事業

ボナパルト CCS事業

アバディ CCS事業

3 rd

stage
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柏崎水素パーク（柏崎ブルー水素・アンモニア製造の一貫実証試験）

· 当社既存アセットをフルに活用したブルー水素・アンモニア製造の一貫実証試験。ショーケース的位置づけ。

· 約700t/ 年の水素製造、約5,500t/ 年のCCSを計画。
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柏崎水素パーク（柏崎ブルー水素・アンモニア製造の一貫実証試験）

※費用の一部をJOGMEC/NEDOが補助

＊ ＊
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水素・アンモニア製造・利用一貫実証試験の概要

1) ブルー水素の製造実証と、それを利用したクリーンな電力の供給

2) 近年開発された低温低圧の合成プロセスを利用したアンモニアの製造

3) 国内枯渇油ガス田を対象としたCO₂貯留可能量の評価・検証

4) 圧入CO₂による炭化水素増進回収効果（Enhanced Gas Recovery, EGR ）の確認

5) 圧入CO₂の挙動を監視するための各種モニタリング
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水素製造設備CO2回収設備

アンモニア製造
貯蔵設備

水素発電機

圧入井・観測井・生産井

実証設備の外観
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東柏崎ー吉井ガス田概要

¸ 国内屈指の生産量・原始鉱量を誇るガス田。
¸ 50坑以上の坑井（他社鉱区含む）が掘削
¸ 東柏崎ガス田は生産終了
¸ 東柏崎ガス田平井地区

（1970 年から2014 年まで天然ガスを生産）
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本実証試験での地下評価関連スコープ
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柏崎水素パーク 開所式（2025年11月）
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INPEX 低炭素事業取り組み方針

2030年代2026年
現在

2040年頃

ビジネス完成期

技術開発期

1st

stage

2nd

stage

柏崎水素パーク

首都圏CCS事業

国内中規模ブルー水素/CCS

海外大規模ブルー水素/CCS

3 rd

stage

立上げ期

長岡メタネーション

日本海CCS事業

ボナパルト CCS事業

アバディ CCS事業

3 rd

stage
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CO2メタネーション（e-methane）のコンセプト

▶ サバティエ反応
  CO2 + 4H2 → CH4 + 2H2O ̈́H_298ṹ = -7.4 MJ/Nm 3-CH4

▶ e-methane 利用によるCO2排出削減効果と社会実装イメージ

▶ e-methane ：グリーン水素等の非化石エネルギー源を原料として製造された合成メタンに対して用いる呼称(2022 -)

ṇ ṇ 2050 ṕ2021Ṗ NEDO וֹ
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INPEXにとっての合成メタン(e-methane)とは？
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INPEXの合成メタン技術開発の目的と未来

～2021
NEDO-CO2有効利用技術開発事業

8 Nm 3-CO2/h

Å実際の随伴CO2を利用したPlate反応器で世界初の実証
Åベンチスケール試験を通じて技術目標を達成
Å実用化に向けた技術的知見や課題を取得

社会実装に向けた
更なるスケールアップを検討
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メタネーション試験設備と南長岡ガス田・越路原プラントの接続

南長岡ガス田越路原プラント

メタネーション試験設備
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メタネーション試験設備概要
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実証事業の実施体制
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INPEX 低炭素事業取り組み方針

2030年代2025年
現在

2040年頃

ビジネス完成期

技術開発期

1st

stage

2nd

stage

柏崎水素パーク

首都圏CCS事業

国内中規模ブルー水素/CCS

海外大規模ブルー水素/CCS

3 rd

stage

立上げ期

長岡メタネーション

日本海CCS事業

ボナパルト CCS事業

アバディ CCS事業
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先進的CCS事業

「首都圏CCS」 「日本海側東北地方CCS」の2件に参画
『首都圏CCS』は当社がコンソーシアムを主導
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首都圏CCS事業

Å 主に千葉県の京葉臨海工業地帯で排出されるCO2を分離回収し、パイプライン（導管）で輸送、同県外房海域の深
部塩水層に貯留する構想。日本製鉄が分離回収事業、当社が輸送事業、当社及び関東天然瓦斯開発が貯留事業
を連携して実施

27
2026年1月現在 FEED作業中
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パイプラインの敷設ルート・工法選定
2025 年7月8日 令和6年度成果報告会資料

輸送スコープ
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天然ガスとは異なるCO2特有の事例 輸送スコープ
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南関東・水溶性天然ガス田 貯留スコープ
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評価井データ取得計画 貯留スコープ
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CO2貯留メカニズム

地下約1000 ～3000m ほどにある貯留層まで井戸を掘り、CO2を貯留

出典：資源エネルギー庁CCS政策室作成資料を編集

CO2を地中に貯留するためには、貯
留層とその上部を覆う遮へい層が対に
なった地層構造が必要。
遮へい層は貯留層に入れたCO2が
漏れ出さないようフタの役割を果たす。

CO2は貯留層の砂岩の空隙に貯ま
る。

貯留スコープ
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CO2の地下貯留メカニズム

出典：第三回産業保管基本制度小委員会/ カーボンマネージメント小委員会資料3 2023 年11月28日 JOGMEC（独立行政法人エネルギー・金属資源機構）

貯留スコープ
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CO2の地下貯留メカニズム

出典：第三回産業保管基本制度小委員会/ カーボンマネージメント小委員会資料3 2023 年11月28日 JOGMEC（独立行政法人エネルギー・金属資源機構）

貯留スコープ
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CO2貯留モデリング/シミュレーション

出典：第三回産業保管基本制度小委員会/ カーボンマネージメント小委員会資料3 2023 年11月28日 JOGMEC（独立行政法人エネルギー・金属資源機構）

貯留スコープ
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貯留CO2のモニタリング

出典：第三回産業保管基本制度小委員会/ カーボンマネージメント小委員会資料3 2023 年11月28日 JOGMEC（独立行政法人エネルギー・金属資源機構）

貯留スコープ
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事業拡張構想

37

事業スコープ
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日本海側東北地方CCS事業

38
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INPEX 低炭素事業取り組み方針

2030年代2025年
現在

2040年頃

ビジネス完成期

技術開発期

1st

stage

2nd

stage

柏崎水素パーク

首都圏CCS事業

国内中規模ブルー水素/CCS

海外大規模ブルー水素/CCS

3 rd

stage

立上げ期

長岡メタネーション

日本海CCS事業

ボナパルト CCS事業

アバディ CCS事業
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イクシスLNGプロジェクト

【生産能力】
LNG 年間約930 万トン
LPG 年間約165 万トン
コンデンセート日量約10万バレル（ピーク時）

【最終投資決定（FID）】
2012 年1月13日

【生産・出荷開始】
2018 年7月（ガス生産開始）
2018 年10月（LNG、コンデンセートの出荷開始）
2018 年11月（LPGの出荷開始）

【権益比率】
INPEX（オペレーター）：67.820 ％
TOTAL Energies ：26.000 ％
CPC  ：2.625 ％
大阪ガス ：1.200 ％
関西電力 ：1.200 ％
JERA  ：0.735 ％
東邦ガス ：0.420 ％
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ボナパルトCCSプロジェクト
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アバディLNGプロジェクト

1998 年  マセラ鉱区の100 ％権益を取得

2000 年  アバディガス田を発見

2019 年7月 年産950 万トン規模のLNGを生産する開発計画承認取得

2023 年10月 プルタミナ及びペトロナスが新パートナーとしてプロジェクト参画

2023 年12月 CCSを追加した改定開発計画に対するインドネシア政府の承認を取得

2025 年8月 基本設計作業（FEED）開始

【権益比率】
INPEX（オペレーター）：65％
プルタミナ：20％
ペトロナス：15％
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実証プロジェクトを通して得られる知見等を活かし、
低炭素ソリューション事業を拡大していく

INPEX 低炭素事業取り組み方針

2030年代2026年
現在

2040年頃

ビジネス完成期

技術開発期

1st

stage

2nd

stage

柏崎水素パーク

首都圏CCS事業

国内中規模ブルー水素/CCS

海外大規模ブルー水素/CCS

3 rd

stage

立上げ期

長岡メタネーション

日本海CCS事業

ボナパルト CCS事業

アバディ CCS事業
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